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[ 司会 ]
石本倫子（センター　リサーチ・アシスタント）
石本：本日は、この会場に 9名の留学生が来て
くれています。この 9名が、平野に来るのは実
は 2回目になります。先日は、総勢 28名の留学
生と一緒にこの平野に遠足にまいりました。その
ときには、ただ町を歩いてもらうだけではなくて
一人一人に小さな簡易カメラを配りまして、思い
思いの写真を撮ってもらいました。そして、その
中から自分が一番よいと思った写真を一枚選ん
で、コンテストに応募してもらいました。
　参加した留学生のほとんどが日本に来るのは初
めてでした。関西には京都や大阪などいろいろな
観光地がありますが、今回は、生活の場としての
大阪とその歴史を肌で感じられる場所ということ
で、ぜひこの平野の町を歩いてもらいたいと考え
て一緒に遠足をしました。
　それで、今日再び平野に来てくれたこの9名は、
もう一回平野を歩きたいという平野ファンの留学
生です。今日は平野を歩いて感じたこと、写真を
撮りながら思ったことを一人ずつ日本語で頑張っ
てスピーチをしていただきたいと思います。
1．セシル・ブルー
　こんにちは。日本語、ちょっと間違うかもわか
らない。セシルです。パリに住んでいます。私の
専門は映画です。マスター論文を書くために日本
にいます。巨匠黒澤の映画について書きます。よ
ろしくね。私の写真は、「フォールディングスク
リーン」です。ありがとう。
2．マリア・ゲーデ
　こんにちは。私は
マリアです。私はデ
ンマーク出身です。
専門は社会学です。
マイピクチャーは
大阪の道、ストリー
ト・オブ・オオサカ。
私は、この写真を選
んだ理由は、すべて
の人に関係がある
写真だと思ったんです。
3．アレクサンダー・ブシェー
　こんにちは、皆さ
ん、私はアレックスで
す。写真についてど
うもありがとうござい
ます。私の写真は特
別じゃない。僕の写
真は普通の写真、日
本はそのままで特別
です。僕は日本が大
好きです。ありがとう。
4．ファイーザ・ブッダール
　私はファイーザです。21 歳です。私はパリに
住んでいます。私は映画の勉強をしています。日
本語と日本の文化を勉強するために日本に来まし
た。北野武の映画について、マスターの論文を書
きたいです。私の写真は上手です。ありがとうご
ざいました。
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7．韓
かん
 一
いっきん
瑾
　
　皆さん、こんにちは。私は中国北京外国語大学
から参りました韓一瑾と申します。私は 25歳で
す。まず、今回の平野の見学にお招きいただいた
関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターに
心から感謝いたします。
　本物の日本に触れること、これは私が日本語を
学び始めて以来、ずっと抱いていた長年の夢だっ
たのです。できるだけ多くのところへ行って、さ
まざまな日本文化を味わうことは私の留学目的で
す。大阪というと、東京と同じような国際都市と
いう印象を持っていました。にぎやかな商店街、
たくさんの高層ビル、速い生活リズム、それが大
阪だと思っていました。「大阪の古い町で暮らし
ている人々の生活態度とは一体どういうものか」
「大阪は、日本のほかのところと比べて特殊な文
化があるか」という疑問を持って、今回の「大阪
を探検しよう！」という活動に参加しました。
10 月５日は一日中、私は平野のお寺、神社、博
物館などいろんなところを訪れ、大きな収穫があ
りました。静かな町、親切な人びと、伝統的な建
物、それは大阪文化を伝えてくれました。一昨年
前の大阪市の姿を展示するビデオ、古いおまん
じゅう屋さん、お寺の法事、それはすばらしく忘
れがたい記憶としてしっかりと心にとどめておき
ます。
　最後に、今回の活動を企画してくださった方が
たに、もう一度心から感謝いたします。ありがと
うございました。
5．アントニー・リエベン
　こんにちは。アントニーと申します。フランス
から来ました。日本語と韓国語を勉強しています。
この私の写真は、私が撮った写真の中で一番きれ
いだと思います。なぜなら、ほかの写真は私の指
がカメラの前に入ってしまったから、それだけ。
よろしくお願いします。
6．柳
ユウ
 知
チ
賢
ヒョン
　こんにちは。
韓国のソウルか
ら来ました柳知
賢と申します。
機械工学をもっ
と勉強するため
に日本に来まし
た。若い人なん
で、にぎやかな
ところしか行ってなかったんですけど、ここ平野
に来て特に大念仏寺が本当に落ち着いて、もう一
回来たいなと思って今回参加させていただいたん
です。それで、また来たいんですよね。よろしく
お願いします。
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8．ジュリアン・シメオン
　こんにちは、皆様。ジュリアンと申します。パ
リから参りました。パリ第 7大学から。2週間前
に平野に参加してうれしかったです。写真の対象
は杭全神社でした。「平和」というタイトルをつ
けました。神社の境内を撮ったとき、穏やかさと
安全さを感じたきっかけにその写真を撮りたかっ
たです。私にとって、自然と神様は大体同じもの
で、そういう感じを写真にしたかったということ
です。平野の伝統的な雰囲気を味わさせていただ
いて、どうもありがとうございました。
9．宋
ソン
 潤
ユン
珉
ミン
　こんにちは。韓国から来た宋潤珉と申します。
私は今回が 3回目の日本ですが、何か関東地方
とか北海道よりこの関西地方がもっと魅力的なと
ころだと思います。まだ、日本語は苦手ですが、
もっと頑張りたいと思います。
　私の写真は何かお堂の端で、糸で堅く縛ってい
て、なぜそのような糸が縛られているのだろうか
と思いました。ふっと思いついた考えが、ここは
神社だから、いろいろな人々がここに来て何か自
分の願いを神様に祈るところという気がしまし
た。ですから、一つ一つの紐が、一人一人の願い
と思いました。だから、すべての人々の願いが全
部叶うようにこの写真を撮りました。ありがとう
ございました。
石本：ありがとうございました。もっといろいろ
なことを感じたと思いますが、少し緊張して全部
は語れなかったかもしれません。会場の後ろに、
本日来られなかった留学生の写真とレポートをパ
ネルとアルバムで展示しておりますので、ぜひご
覧ください。そこからも留学生の気持ちを感じ
取っていただければと考えています。本日は閉会
にあたり写真コンテストの表彰式を行なう予定で
す。留学生も最後までおりますので、ぜひ留学生
と話をしていただければと思います。よろしくお
願いいたします。
写真コンテストの様子
留学生への案内チラシ
